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科学界へのメッセージ– 生命宇宙論 イニシャテイヴ 

 

（第22回生命宇宙論国際シンポジウムで採択； 

モスクワ国立大学、第7回グローバリズム国際会議の一環として、 

2021年6月15-18日） 

 

 

 

 

 

前文 

 

1世紀前、ウラジーミル・イワノビッチ・ヴェルナツキー(1863-1945)は科学へ新しい宇宙論的基盤の導入の

問題を提起しました。 彼は次のように主張しました。「私たちが人類の生活の中で経験している歴史的

な瞬間に（そのグローバルな範囲で）哲学の後退に気付くまでに（30年代半ばに）何年もかかりました...そ

れは本質的に17世紀の根拠に立っており、「古いふいご」で新しい現象を把握することは不可能なことに

気づいていません...」」（その科学者の本『自然主義者の哲学的思考』（Filosofskie mysli naturalista）

[M.、1988。P. 237] から引用）。  

間違いなく（現在の世界的な危機を考慮して）：科学界にとって17世紀の宇宙論的（基本的な科学的

および文化的）の覇権を再考する現実的時が来ました；しかし、代わりに、21世紀に人新世、人間と社

会によって生み出された科学的かつ文化的活動のための新しい基本原則を基礎とする時でもあります。 

 

第22回生命宇宙論国際シンポジウム（22ISBC）おいて、これは第7回グローバル研究に関する国際会

議（2021年6月にモスクワ国立大学で組織された）の一環として開催されました；そしてBiocosmological 

Association（BCA）の学者の一貫した準備努力と貢献のおかげで–必要な科学的根拠と求められてい

る（生命宇宙論的）科学的進化の道の実現の中で：生命宇宙論イニシャテイヴ（科学界へのメッセージ

を通じて）を立ち上げるための条件はここで成熟しました。 生命宇宙論イニシャテイヴの主な課題は、（21

世紀の）現代に関して決定的なUターンシフトに着手することについてです。それは（科学理論と実践にお

ける）認識と普遍的な三一的（三位一体 –三一的論理学）性質と科学的および哲学的（合理的）追

求と結果（成功）の本質の実現化に基づいています。 
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主なコンセプト 

 

生命宇宙論的アプローチの基本原則。生命宇宙論的アプローチは最初に次のことを主張します 

現実の世界は単一の（1つの全体の）自然的動的生体生命宇宙であること。この世界ではすべて 

物理的（物理学から–ギリシャ語Φύσις;およびアリストテレスの作品Physicaのタイトル）：すべての物

理学主題１、物理的な場やエネルギーから、粒子、原子、分子、細菌、植物の主題、動物および社会

文化（人間）の世界まで;ヴェルナツキーのアプローチの中に：ジオ（地圏）、バイオ（生命圏）、ソシオ（社会

圏）そしてノウアスフィア（叡智圏）の層まで―その中では、あらゆる物理的主題は自然的に従い（従属し

）単一のもの（普遍的、時代を超越した、遍在する）法律（基本原則）に従います： 

-主体の動的に（HylemorphistとEntelechist）一貫する一体性：その有機体論的で活発な進化的自己

存在と自己変化可能性―主題の自己上昇型の進化（組織の複雑さの中で–周囲の生命宇宙の中で

）の個体発生過程における進化は、固有の（自然宇宙主義の主題に）内部Entelechistの力-可能性を

通して実現されます。 

-双極性：統合生命組織の主題の2つの対向する中心（極）の不変の存在; 

-三位一体–三一における：極は本質的なものを通して統合された生命組織に統合されます。本質的か

つ不変の（恒常的）中心、即ち両極において同時的に相互作用を可能にする唯一のものを通してです； 

-循環サイクリズム：主体の全体的な生活との主体の一貫した生活における組織内の動的な自然的な

交互の支配（極と中心）； 

-Quaternity（４側面）：両方の極の本質的な（必要な）同時活動；そして、それらの支配的な組織の影

響下での–主体の１日の生活活動の2サイクル（生理学的類比として、１日の周期の「睡眠」と「覚醒」）； 

- Pentavalence（五価）：中心の生得的な重要性–主体の生命の極とそのすべてのライフサイクルの循環

的な実現（したがって、5つの本質的かつ有機体に独立的な要素すべてです）； 

-（主体の生命路の）個体発生の有限性、機能主義の異質性および統合的生命組織の一般的秩序

と既存システム内の階層。 

 

 

1ここで、主題とは、普遍的に、物理的（自然、宇宙、自然科学的）自律的全体を意味します： 

全体としての世界（自然、宇宙）；この生命宇宙の主体、自由なミクロ粒子から自由な（自律的）人間そして社会文明、そし

て全体としての人類；そして自然的主体の最初の質的―徳はその固有の目的志向的（telic-Entelechist）生期間の自己展

開（主体の生存発生からの）である。―それは特異な機能主義（効能）能力の事実的達成と実践を伴っています。；そして、

すべては、恒常レベルで、あらゆる生命機能の一定の自己維持と自己統制を遂行しています。 
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科学の国家的（文明的）な性質について。 150年前（作品の概要付き、1871年に出版された『ロシアと

ヨーロッパ』）：N.Ya.ダニレフスキーは、世界文明進化の彼の理論おいて–科学者の本質的に一貫したロ

シア文明の重要性（世界にとって）を実証しました;また、文化的および社会的分野におけるその急速な

驚異的な進化を、科学的発展への一義的信頼をもって、宣言しました。偉大な科学者の予測は完全

に正当化されました。：ロシアの社会有機体、有機体文明の本質は、社会的および経済的発展の観点

から、そして固有の科学的（自然主義–有機体論）伝統の形成の観点から形成されました。：「ロシア」

宇宙主義、有機体論、サイクリズム、脈動主義、機能主義と共に;そして、BCnA２で実証されているよう

に-その出版物[2020– DOI：10.24411 / 2225-1820-2020-00006] –光を浴びた『文明研究のロシア学派

』と共に；ここでは、卓越した学者の「ビッグファイブ」（N.Y.ダニレフスキー、K.N.レオンティエフ、V.I.ヴェルナ

ツキー, P.A.ソローキン,L.N.グミリフ）3の重要性が強調されています。 

 

まず第一に、ダニレフスキーが1世紀半前に確立したように、社会文化的（したがって、科学的も含みます

）世界は、単一的、均一的、同質的でありえません（すべての人は統一されています）；しかし自然的には

異質的（不均一）であり、最終的には純粋に国家的な（文明的な）本質を持っています；そして、ダニレフ

スキーによれば、独自の（自然な）文化史的タイプの担い手として、各文明は行動します、そして後者（

各個人のケースにおいて）は世界の進化の中で、自然的に文明の主題をその固有の使命と場所を実現

化し具現化するように導きます。アングロサクソン文明（一般的に、西洋で支配的）は、世界全体に排他

的なものを課すことに成功し（17世紀以来）、それは超越論的（二元論的）宇宙論へのコミットメント、そ

して科学者に疑いなくそれに固執する強制する事実は–これの直撃的な確認です。 

 

言い換えれば、一国（文明）の支配の結果は、統一された超越論的宇宙論への鋭い（革新的な）固執

に明示されました。その宇宙論とは人間の理想的な抽象的な（数学的）条件と外部の（明らかに混沌と

した）物質的な世界との意識の対立-宇宙との人間意識との成功的な対立を可能にする宇宙論です。 

（それは、プラトンに続いて、本質的に無目的の“物理的”世界を意味するために現代の学術界で取ら

れています）；そして、その世界は人新世的理念的“再創造”と（元来は）人間意識への自然的力（可能

性）の従属のために存在しています。 

 

 

2 BCnA：ジャーナル「Biocosmology– neo-Aristotelism」、電子科学定期刊行物– 

生命宇宙論学会の公的機関紙; URL：https：//biocosmology.org/？lang = en 

3しかし、ロシアの学者の世界科学的貢献（文明理論における）の統合的（全体としての）意義、–そのような意義は科学的お

よび哲学界において、まだ実現の主題になっていません： 

というのは、発生した歴史的過程のとげの中で（そして他の理由から）これら5人の偉大な学者の業績のお互いの「分離」の理

由によります。 
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根本的に、―これらすべては科学的思想の問われない従順の状態において排除する可能性です。（客

観的で前向きな、数学的物理学者）の現実世界の知識の適合する（超越論的宇宙論的）科学基盤

原理に対してです。「物理学者」の世界）; そしてそれは人間中心主義の「再創造」と（主に）その自然の

力（効力）の人間の意識への従属である。 明らかに–すべてこれは、科学的思考の疑う余地のない従順

の条件でのみ可能です。 

; これらの基本的な科学原理は（そして一般的に「科学的方法」）が提唱され、17（XVII –！）世紀への

回帰として受け入れられました。 

 

 

科学的知識の双極性の性質。 順に、立ち替わって、聖書「伝道の書」が述べた通り、「石を投げ捨てる

のに時があり、そして石を集めるのに時がある–すべてにはその時がある」です。 分析（数学物理学者）知

識の時代は絶対に不可欠だったこと（そして今でもそうです）は間違いありません。 しかし、世界の進化に

おける自然的循環性により：現在、21世紀において、統合的社会文化的時代は避けられない時、それ

は自然に現れています。（ピティリム・ソローキンが正当化したように。これは、80年前、1941４年に彼の4巻

の『社会的および文化的ダイナミクス』を出版したことです。それは三一的文明理論を宣言しました。）–

統合主義は等しく科学的知識の両極の理解が必要です; というのは、それは彼らの力を等しく使用（統

合）し、真の統合主義文化的知識を生み出すことを意味するからです。このような観点から、アルフレッド

・N・ホワイトヘッドが著書『過程と実在』で示した考え方も重要です。（ホワイトヘッドはハーバード大学で

ソローキンの同僚でしたが、哲学科に勤務していたことが注目されます。） 

 

要点は、科学的知識は自然に双極であるということです。つまり、科学的知識には常に 

2つの極性（および互いに直接互換性がない）–（互いに）科学的に反対のアプローチ; しかし、これらは統

合的（三一的–包括的）真の合理的（科学的および哲学的）知識にとって等しく不可欠です。 しかし、

科学的知識の3つのタイプ（超越論者、有機体論者、統合論者）のそれぞれは、それらの可能的能力の

小さな領域でのみ現実世界を認識することができます。それゆえ、現代の支配的な（または口述する）二

元論的（客観的、数学的―物理学的認識の）科学、それは（物理的な世界に対する人間の意識の対

立である）世界観の超越論者の極にねざしている–この科学は根拠と状態を確立している。それは（生命

）宇宙論的目的主導（目的指向の）原因と行動の重要性（主体において–その内からの）の力の自然―

科学的意義を科学的探究から完全に削除（除外、取り消し）する条件、根拠です。 
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4しかし、最初のロシア語の出版物（当初は、優れた科学的研究の断片）は1995年以来ロシアにおいてのみ登場しています。 

 

その結果、超越論者の科学の範囲内で：ここでは、対象の（内部の動的な）目的の原因―力 

は削除され、研究が許可されず（禁止）、申請、適用が禁止されます。；しかし 

客観的（実証主義的）外部データと分析（人工的に創作された）知識のみが研究され、適用されること

が許されています。 

最終的には人間の意識によりそれらの使用が要求されます（そしてそれは基本的なレベルで- 

西洋の科学では同質で均一な物質として認識されています）–数学的な物理学者および建設的な（得

られた客観的知識）応用のためにです。では、本質的なことは何か：ここ（超越論主義）では、自然主体

の自然な意図的な行動は否定されていませんが、当然のことと見なされます（証拠なしに；所与のものと

して；当然のこととして）。同様に、そしてここにキーポイントがあります.：極地（超越論者の反対）–有機体

科学、しかしすでに客観的データに関連している（それは体験的、数学的分析手続き後の経験的に明

らかにされた信頼できるデータ）：後者は必要に応じてこれらの客観的なデータを使用します（ただしそれら

は現代のグローバルー二元論的実証サイエンスによって正確に採掘されています）。 

 

 

科学的活動の有機体論的極–動的Entelechist自然主義の。したがって、有機体科学は超越論科学

とまったく同じことをしますが、反対の意味を持ちます：これらの（客観的な）データをあらゆる自然主義者

的研究に必要な信頼できる情報として言及すること；しかし、それらは（当然のこととして）すでに「所与の

」ものと考えられます。 

すでに有効な意味において（元々は既存であり、しかし最近二元論の研究で発見された）：自然環境そ

して生きた状況の中での本質的に被験者の生活を理解するモード（実験の人工的な枠組みなしで）を

直接実行する準備ができています。言い換えれば、有機体論的アプローチでは：以下の宇宙論的研究

の主題は最初から（そして止まることなく）もともと生命宇宙論者（現実）の世界に属します；そしてこの（生

きた自己展開する）世界のすべての主体は–自然に自然の固有のダイナミズム、Telos５–（Teleo―目的

―結果へと方向づけられた）―主体の可動性、それは本質的（譲渡不可能な）生命結果ー達成の実

現、そして（一般的に）―個体発生的自己展開の主体の生得的経路を実現します。（それは主体をとり

まく密着している展開世界の中に統合されます）；そして、学者-有機体論者（あらゆる適正かつ経験的

かつ客観的事実に基づいています）が必要性かつ定義性から彼または彼女の知る方法で研究対象の

EntelechistおよびHylemorphistの物理的本質解明することです.;そして、したがって–すべての/彼女の/彼

の関連する固有の質と特徴です。 
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5ギリシャ語から-τέλος; 文字変換–テロス; の「最終目的地」としての「目的」を意味しています。 

主体の努力、すなわち、彼の行動の最終的な「結果」。アリストテレスによって科学に導入され、使用されました。それは、人

間（個的主体）の固有かつ物理的可能性の究極的実現を示します。―即ち存在と活動の目的あるいはゴールを実現します

； そしてそれは複合概念の重要な要素として機能し、アリストテレスの科学組織の独創的かつ本質的概念―entelecheiaで

す。 （ウィル・デュランによって説明されているように：「…（エコー）その目的（telos）を中（entos）に持っている.…“ [1926]） 

 

概して、有機体論的アプローチは本質的に客観的なデータ（数学・物理学者的本質、二元論者の実

験や数学的手続きを通して得られた）を使用します、しかし、それはすでに研究主題の自然な特性“所

与”として認識されています：また、それはすでに、直接的（即座的、恒常的、同時的）研究のモードにあ

ります。その研究とは、一つの全体的動的両極的循環三一的（三位一体的）に自己進化する自然的（

宇宙的）現実世界の研究です。 

 

この観点から、学術的努力の有機体論のタイプについての重要なポイントが明らかになります：後者は（

有機体論自然科学）は、権利的に科学的のすべての三つのタイプを同等にみなします。 

つまり、有機主義は、二元論的アプローチのみを使用することの優先を否認します（つまり、他の二つのタ

イプの知識を否認します）。科学者（観察者）の立場（二元論において）は基本的に「ない」ものである―

「自然-物理」の対立において。また人為的な（不自然な）、抽象的な（人間中心的な）観念的な数学

的分析方法が、理解と科学的知識において絶対的な優先順位を持つ場合には。さらに、有機主義は

、客観的な（実験的な）データが純粋に静的なものであることを考慮しています（自然的対象の天然なダ

イナミクスは除外されます）。後者の理由は明白です：要するに、（実験の過程で）研究対象となる物理

的対象は、それ自身の力学（自然）から疎外されているということです。 

なぜなら、それに関するすべての客観的な（外部の）データは、人工的な実験によって得られるからです。 

すなわち、人工的に対象を、その一貫した世界の進化の動き（EvoProcess）に統合された自然の生成（

生命に不可欠な）環境から分離して 得られるのです。 

それゆえ、物質世界の詳細な科学的知識の成功また驚異的な技術的進歩にもかかわらず： しかし、 

今日の超越論的科学（数学的物理学主義を基礎とする）は、このタイプの科学は、原則として、目的を

持ったテリックの仕事（EvoProcessの結果に固有で有用な）を、かつ現実の世界のそれぞれの対象におい

て自然固有の原因-力の働きを、科学的探索から排除します（排除せざるを得ません）。 

 

後者は、（現代科学における、そしてその自然な発展の中で大きな障害となっている）禁止事項を直接

実行しています。―内側から作用する自然の力の研究に対するタブーであり、それが生きた自然のあらゆ

る対象における活動の効果的で健全な-人類宇宙主義的な結果を決定します。（すべてこれらが自然

科学的な法則に基づいて行われている場合です。）  
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別の言い方をすれば、超越論的なタイプの科学（今日のところ、それは 理性的な知識の分野で支配を

達成し、―今日のような支配力を獲得していることで、実際、その完全な支配と独占的な権威主義に

おいて、極めて優れています。）：現在の世界の科学の状況では、二元論者の学者にとっては、基本的

に自然界（主に人間と社会）のあらゆる対象について、その人固有の自然主義的（自然科学的）な  

個体発生学的な生命活動のダイナミクスを探究、発見することは不可能です（二元論者の学者、つまり

現代の西洋科学者にとっては）。 

実のところ、最新の（科学における）超越論主義では 有機主義的なアプローチを理解する能力や、自然

主義的な問題を提起する機会を、科学者から完全に奪っています。 

言い換えれば、現在の世界文化に決定的に蔓延している科学における二元論的状況の下では、有機

論者（動的自然主義）の範囲、目的、（探求のための）テーマーこれらはすべて、必然的に学者である二

元論者の注意を引くことができないのは必然であり、彼には直接アクセスできません。 

逆説的ですが、同じことをフランシス・ベーコンが1620年に有名な『ノヴム・オルガヌム』で主張しています：

しかし、全く逆の方向で；まさに近代科学における新たな超越論、すなわち数学的物理学主義を推進し

ています；そして、それは現代科学における数学的物理学主義、そしてそれは、宇宙規模で、新時代の

歴史的形成に沿ったものですーそれはアリストテレスとその有機体宇宙論の打倒を要求しました。 

有機体宇宙論。いずれにしても、天才科学者の結論はこうでした。「真理は正しくは権威の娘ではなく、

時間の娘と呼ばれています。したがって、古代、著者、同意の呪縛が人の勇気を縛り、（まるで魔法にか

けられたかのように）自分自身で物事に近づくことができなくなったとしても不思議ではありません。[Bacon, 

2000, p.69] 翻って、歴史の主要な法則はその循環性である... 

 

同時に、生命宇宙論の観点から明らかになるように（そしてそれは礎石の重要性を持っています）：両方

の極科学的アプローチ（超越論者と有機体論者）は、合理的な知識（科学的と哲学的）の統合的成功

として等しく不可欠です。ただし、後者は―自律的な第三の（しかし第一に重要な）認識と適用に基づい

てのみ–可能になります。それは科学的知識の統合主義タイプで、独自の宇宙論的基盤に依存し、主

題を研究、体系的な、複雑な知識、全体論的および生命宇宙論的アプローチがするようにそれらの完

全な（健全な）範囲の中で研究します（後者の視点において、生命宇宙論―生命論理的にー自然に

理論的科学知識のあらゆる三つのタイプをカバーします。 

 

 

学的活動の両極性タイプの（三一論理的）相乗効果を実現する統合主義基盤のタイプ 

 統合主義の知識に関する限り、以下のことは、それほど重要ではありません。つまり、後者、そして科学

はそれ自身の極性を持っていないので–その結果、統合主義はその原則では独自の主要な（包括的な）
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概念的母体基盤を所有し、使用することは不可能です、その基盤は（極宇宙論を持つ事例です; たとえ

ば、プラトニズムやアリストテレス主義のように）。 その結果、重要な方法–統合主義のすべての多様な宇

宙論（およびそれらの概念的基盤、概念的システムそして科学的統合主義の知識）は、現実（自然）の

世界を知り、説明することができます。ただし、両方の極性タイプの知識からの根拠と意義の本質的な統

合を通じてのみからです。（たとえば、体系的な知識の実現は、構成要素のそれぞれの目的(teleology）-

システムの器官の本質を認識せずには不可能です。） 

 

この順番から、すべての統合主義的アプローチは、その主要な（二つの極―宇宙論的包括）現代的概

念母体基盤を獲得することを強いられていることがわかりますーそれは二つの知識タイプの一つに対応し

ています：二元論-二元的-静的;または有機体論-ternary-動的自然主義に。 

後者は、宇宙論的に基本的な概念構造と用語起源を習得するため、また包括的（統合論者）概念組

織の科学的表現を得るために重要です。 したがって、前述のシステムアプローチは、自然システムをすで

に確立、統合された実在（つまり、自己進化の内的可能性をもはや持たない）として説明しています。–こ

の科学的アプローチは超越論（人間中心主義）の宇宙論と基本的な原則と用語（原因論的、認識論

的、方法論的、人類学など）、必然的にこれらの基礎に基づいています。 

現在は正確にグローバル（アングロサクソン）の世界観、世界の態度（精神性のタイプ-考え方）と科学的

実践に固有のものです。 

 

生命宇宙論ーイニシャテイブの本質。次に、以上を要約すると、 

生命宇宙論的イニシャテイブの本質–この表明は、世界中の科学者ができることを明らかにしています。 

それは合理的（科学的）知識の両極の平等な認識を生みかつ維持する（そしてすべきである）： 

現在支配的な超越論者（二元論–静的、数学的物理学者）–トップダウンや自然（プラトニック、宇宙論

の言葉での）に対する行動―；現在、忘れられている有機体論者―自己上昇（ボトム・アップと自然と共

生―世界の物理学的（自然主義者的）進化組織、それらはアリストテレスのダイナミックな自然主義と

相関しています。上記に照らして、次のことが明らかになります。中間的（中央、そして両極の相互連結）

しかし自動的、基本的かつ枢要な統合論者の知識の差し迫った意義です。本質的に、統合論者の知

識そのものは2つのタイプに編成されます：そして、選択された（一つの極で）宇宙論的概念母体基盤（そ

れによってそれらは固有の極の宇宙論的方向ベクトルを生みます）―それら二つは関係において互いに

対立的に向かっています。その時、（二つの）最初の根本的（極）過程は即座に近代の組織的かつ複雑

な知識によって表されます。それは超越論主義（二元論、人新世主義、そして数学的物理学主義）の

極に直面するベクトルをもちます。;ここで、世界は基本的に永遠に静的（トップダウンの秩序で編成）と見
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なされますが、継続的に単一直線的に進行します。つまり、「XVII世紀からの」人新世主義の科学文

化的基盤と共に、永遠世界の西洋（プラトン主義を基盤にした）社会秩序として。 

 

対照的に、反対に目を向けますー有機論者の概念的母体基盤など；統合主義の2番目の基本的なコ

ース：これは正確に人間宇宙論者ベクトルであり、本質的に生命宇宙論的進化と知識です。; 後者は、

それはまず第一に、自己進化する健全な世界の自然主義的な見方に依存しています–目的-結果―

指向（動的機能主義の本質）–有機体論者、生活世界（生命宇宙）主体の、新しい（より高い複雑さ）

の健全さ相互に有益な組織体への目標に向けた、自己運動（ボトムアップ）です。；現実世界の進化的

自己成長と生成（出現）の自然過程での。生きている世界主体の志向性と自己上昇が、伝統的なも

の（老子の「三は万物を生む」という考えなど）と、21世紀の現代の偉大な中国の文化プロジェクトに完

全に対応することは不可欠です。このプロジェクトの本質は、 平和な運命共同体を構築し、人類全体の

ために、人間と自然の生命の共進化的統合を達成することです。 

 

 

生命宇宙論イニシャテイヴの主なものは、科学的活動の主要なベクトルの再指向である–有機体論の

極への（動的Entelechist 自然主義、人間宇宙主義、自然、世界進化プロセスの叡智圏密着体）。 

生命宇宙論・イニシャテイヴの基盤は、生きている（自然な生体）対象世界の普遍的な（物理的な）現

実の認識に基づいています。バイオコスモスの概念は インドのウパニシャッドと中国の古典『易経』の両方

に通じるものがあります。後者は、「変化の本質は、生命の世代間の継承にある」と述べています。： 

そして、この生命宇宙の各主体、ーすなわち自由な微粒子から自由な（自律的な）人間そして社会―

文明かつ全体としての人類まで現実を認識することにあります。 

ここでは、それぞれの自由な（有効な活動の準備ができている ）肉体的主体が、一つの全体的な自己

移動可能な世界生命宇宙（EvoProcess）の機能的な器官（オルガノン）６であるということです：そして、そ

れは、自然な二極性と動的な三極性（および生命宇宙の他の法則）の基礎の上に普遍的に実現され

ます。最終的に、この生命宇宙では：各主体は、自己上昇的(組織の複雑さにおいて)な進化の固有の

（自律的な）telic（Entelechist）個体発生（その生命路）を実現し、独自の機能主義的(健全な)貢献の

究極的実践は共通の進化プロセスを果たすことになります。 

 

生命宇宙論のアプローチにおける科学的知識は、当然のことながら、その統合的な一体性、つまり三位

一体（結果的には三一的論理）で考えられます。：具体的には、このイニシャテイヴの本質は以下の通り

です。統合主義的知識の新しい形として、生命宇宙論的アプローチを（緊急に）推進する。 
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有機体論タイプの合理的な（科学的、哲学的な）知識の極と基盤に向けて、完全なベクトルの統合主

義的な逆転（Uターン）を行うものです。アナロジーにおいて（本質的な 隠喩）は：このようなことは、主体（

例えば人間）の覚醒に相当する；睡眠のプロセス（サイクル）からー覚醒のサイクル（プロセス）への移行で

す。 

 

したがって、生命宇宙論イニシャテイヴ（生命宇宙論の科学的アプローチを実現するためのもの）の主な

点は、純粋に有機体論的なベクトルに向けられていることです（例えば、既存のシステム・アプローチとは

対照的に）。つまり、これは原理的に新しいベクトルです。有機体論的な（自然主義的な）基盤と概念

構成に直接基づいて組織化されたベクトルです；そして、基本的に重要なことは、その仕事のために、自

分自身の十分な現代科学的・時間的装置―有機体論的なタイプの科学的知識をすでに使用してい

ることです。当然のことながら、生命宇宙論の科学的発展のこの一般的な（有機体論的な、要求された

）ベクトルにおいては ：必要な科学的努力を支える数学的支援（ただし、現在では実質的に新アリストテ

レス的（Telic-Result-Organized））が重要な役割を果たしている。「新しい」数学の現代的な萌芽は、

例えば、L.A.ラストリギン、N.N.モイセーエフ、A.N.コルモゴロフ、V.V.ナリモフ、V.A.ウスペンスキー、N.P.

ブルセンツォフなどの著作に見いだされます。 

 

次に、後者（基本的に有機体論の運動と進化のベクトル）に関して 

：効果的な参照概念ベースの可用性（および使用）は、ここで非常に重要です。 すなわち 

すでに存在しかつ認識している（そしてそれは現実の世界を包括的に明らかにし説明している）–概念的

参照基盤（あらゆる包括的宇宙論的意義の）です。あらゆる学者が（比較の方法で）彼の独自の統合

的（または有機体論的）な科学的概念的アプローチを提起しうる関係（相対的に）に照らして、同僚にも

理解できるようにします。; したがって–後の相互作用と実用化のためになります。 

 

 

6ここで、ギリシャ語のὌργανονからの「オルガノン」は、直接的には「道具」（「手段」また「目的」の達成を意味する。すなわち、

活動の必要される結果である。）; そして、最終的には、主体（物、器官）の自然的 telic-(活動の必要される結果への)機能

です。 

 

 

アリストテレス有機体宇宙論の本質的な意義。世界的に認められている「科学の父」であるアリストテレ

スの合理的体系は、BCAで必須の（包括的な）参照フレームワークとして、特異的に認められています。 

ここではこれを有機体宇宙論６と呼んでいます。BCAは、アリストテレスの一貫した有機体宇宙論が効果

的に奉仕しています：基本概念ー参照フレームワーク–として。それは学者間の必要な相互理解と相互
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作用に関連し達成します。ダニレフスキー、ソローキン、ヴェルナツキーの現代の科学的自然主義理論が

アリストテレスの有機体論を補完することは最も重要です。次に、ここでの主な問題は誤解で（アリストテ

レスの学説の根本的なプラトン化）７過去数世紀の間に作られました。；そして有機体論的知識のアリス

トテレスの首尾一貫したシステム（自然主義的基礎と概念要素の彼の全構築）の深い誤解が発生し、

進行する現代史に確立しました。この点について、さらなる詳細は、BCnA-publications（2021）８を参照

してください。 

 

 

文書の最終要約 

したがって、学術（科学的および哲学的）界への表明の本質と、提唱されている生命宇宙論的発議は、

真の三一（3つ）の緊急復帰（自然な周期的回転-進化における回復）の熟考と認識への呼びかけです。

それは真に三一的（三タイプ、しかし、三位一体においてのみ可能です）真の科学的知識の本質です。 

 

この壮大な任務を遂行する上で：自然主義者の双極性と科学知識の動的な三一（三極）的認識、 

そして後者の構造における-有機体論者の極の重要性（健全的結果へと向けられた）、動的―可動的

統合知識の意義は、歴史として、―二元論者、―アングロサクソン分析知識（その基盤は17世紀に確

立されました）と同じです。 

;そしてこのつながりにおいて、現代（21世紀）の統合主義に基づいた決定的なUターンは既に： 

超越主義者（南部、人間中心主義者）二元論の極から–北部（人間宇宙主義と叡智圏主義）の合理

的（科学的かつ哲学的）知識の有機体タイプの極まで、緊急に必要とされています。；これらすべては、

緊急に必要なことです；できれば生命宇宙論的（統合主義者–北東部）進化の過程で必要とされていま

す。 

 

7しかし、（プラトン主義に基づく）現代のグローバル（アングロサクソン）文明とその科学にとっては当然のことです。 

8 DOI：10.2441 1 / 2225-1820-2021-00004 
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